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アリゾナ大学大学院博士課程に
おけるオンライン教育の実際

Pamela Reed （1997）＊は，看護の存在論として，「人々の健康・幸福・福利に対する看護
プロセスの探求である」と定義している。社会の急速な高齢化，生活習慣病の増加，生活様
式の多様化，看護師不足，医療費の高騰など多様な問題を背景とする今日において，看護学
という学問分野は，人々や社会の健康・幸福・福利に関わるさまざまな要求に一層応えてい
くことが求められている。高等教育機関における看護専門分野の学識者は，専門的知識の開
発・発展・教育・普及に向けてリーダーシップを発揮していかなくてはならない重要な役割
を担っており，そのような専門職者を育成するために，今日提供されている専門的知識・技
術教育のあり方を評価・検討することは非常に重要と考えられる。

アリゾナ大学 College of Nursing では，2003 年秋から，看護学研究科博士課程において
オンライン教育を導入している。オンライン教育は，最新のコンピュータ技術と情報技術を
駆使し，時間的制約や地理的問題（通学の困難），経済的問題（学生に戻るために仕事を辞め
ざるを得ない）などの諸問題やニーズに呼応して学習にアクセスしやすい環境をつくるとと
もに，オンラインならではの高度かつ多彩な教育プログラムを提供する，学習者主導の先駆
的教育方法である。本プログラムを通じて，能動的・積極的・自主的に学習に取り組む力を
培い，博士課程で学ぶ者であるからこそ具備すべき看護の知や哲学を深く涵養できる。博士
課程を修了した研究者や教育者，また臨床家にとっても学ぶ意義は大きく，専門職者に対す
る社会のニーズに応えるためにも注目されている。

アリゾナ大学ではオンライン移行当初から，日々プログラムのブラッシュアップを図って
おり，2008 年夏に，より充実した内容を備えて 6 期生を迎える。本焦点では，アリゾナ大
学におけるオンライン教育の 5 年間の実績にもとづき，博士課程で実際に学んできた筆者ら
の学習プロセスを中心に，学部長，教育プログラム開発担当者，学生，テクニカルサポート
の技術者などさまざまな立場・視点からオンライン教育の実際を紹介する。本焦点を通じ
て，オンライン教育が何をもたらすのか，またオンライン教育を通して考えなくてはならな
いことは何かを明らかにしていきたい。そして，日本におけるオンライン教育の可能性や大
学院教育のあり方が今後ますます活発に研究・検討され，その発展や，看護・へルスサービ
スの質の維持・向上に関わるさまざまな重要課題に貢献する一助となれば幸いである。

（企画：林さとみ　国際医療福祉大学小田原保健医療学部講師
金井 Pak 雅子　東京女子医科大学看護学部教授）

＊ �Reed, P.G.（1997）.  Nursing : The ontology of the discipline.  Nursing science quarterly, 
10（2）, 76 ─ 79.	 
Reed 氏はアリゾナ大学 College of Nursing 教授。オンラインプログラムでは「Nursing 
Metatheory」の科目を担当。スピリチュアルに関する研究のパイオニアとして知られ，自己
超越理論（self-transcendence）の開発者。氏の開発した 2 つの尺度（the Spiritual Perspec-
tive Scale，the Self-Transcendence Scale）は看護研究において幅広く用いられている。©
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